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１. ２０１８年度年次総会議案審議       13：30～14：30 

■２０１７年度の活動のまとめと２０１８年度活動の方針(案) ２頁 

■２０１７年度会計報告・２０１８年度予算(案) １０頁 

■２０１８年度世話人(案) １１頁 

資料 ２０１７年度活動日誌と主な出来事 １２頁 

 ２０１７年度までの被爆体験の継承のとりくみ １４頁 

 声明  放影研理事長による「謝罪」について １７頁 

 声明  核兵器禁止条約の採択を心から歓迎します １８頁 

 声明  北朝鮮（ＤＰＲＫ）の核実験強行に強く抗議します １９頁 

 声明  米トランプ政権の「核態勢見直し」に抗議し撤回を ２０頁 

 京都「被爆２世・３世の会」加入のよびかけ ２１頁 

 「会の目的」と「会の組織と運営規則」 ２２頁 

 

 

 

２．記念学習講演               14：30～16：30 

 

（仮題）アメリカ公文書から 
原発と核兵器推進体制の闇に迫る 

 

 

講師 高橋 博子 先生    
  (明治学院大学国際平和研究所研究員) 

 

 

京都「被爆２世・３世の会」 
Kyoto Association of 2nd & 3rd Generation Hibakusha（Atomic Bomb Survivors） 

２０１８年度年次総会 
■日時 ２０１８年４月２２日（日）１３：３０～１６：３０ 

■会場 ラポール京都(京都労働者総合会館)４階・第一会議室 
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Ⅰ、２０１７年から２０１８年へ向けて ～ 特に強調したいこと ～ 

  

■被爆２世・３世の運動の原点－放射線被ばくの世代を超えた影響を正面に据えて 

京都「被爆２世・３世の会」の活動はこの２年間、放射線被ばくの世代を超えた影響がどのように存

在するかを、自らの体験の中に見つめ、向き合うことを基本にしてきました。２０１５年の京都の「会」

独自の「被爆二世健康実態調査」、２０１７年の日本被団協の「被爆二世実態調査」と調査活動を重ね

てきました。２０１５年から始めた「全国被爆２世・３世交流と連帯のつどい」では私たち自らの健康

問題、健康実態を具体的に出し合う、語り合うことを重点にしてきました。そして、数々の深刻な事例

が明らかにされ、あらためてこのとりくみの重要さを確認し合うことになりました。被爆２世・３世の

健康問題、健康実態を、これからさらに幅広い事例か

ら明らかにし、より深く掘り下げていくことが求めら

れています。 

被爆２世・３世の健康問題は私たち「広島・長崎の

被爆２世・３世」の問題だけに限りません。福島原発

事故による被害と影響も世代を超えた範囲にまでその

対策は求められます。私たちのとりくみが原発事故被

害者をも救っていくことに役立つよう、そのことも念

頭に置いたとりくみにしていく必要があります。 

■世界の核被害者の実態を明らかにし、共同の力で救済の運動を 

今世界の多くの人々の運動によって、これまで歴史の中で隠ぺい・抑圧されてきていた様々な核被害

の実態が明らかになりつつあります。２０１７年７月７日に採択された国連の核兵器禁止条約において

も、核のもたらす被害が核実験や核の製造などによって地球上に広く及んでおり、すなわち核被害者が

広範に存在していて、その救済をはかることの必要性が強く訴えられました。このことも２０１７年度

の活動を特徴づけることになっています。 

京都「被爆２世・３世の会」でも会員と会員を通じたつながりの広がりによって、世界の様々な核被

害の実例が報告され、会報への掲載や学習会開催などを通じて私たちの理解を広げることになってきま

した。 

国内外の、世界の核被害の実態を更に明らかにしつつ、世界の核被害者と手を繋ぎ合うことを追及し、

何よりもまず被害者の救済をはかること、そのことにつながるとりくみを一つひとつ具体化していくこ

とが求められています。 

 

京都「被爆２世・３世の会」 

２０１８年度年次総会議案 

２０１７年度の活動のまとめと２０１８年度活動の方針（案） 

２世・３世の健康問題を話し合う交流会分科会 
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■戦争への危険性を阻止し、核の廃絶をめざして 

核兵器禁止条約の採択は核廃絶に向けた歴史の歩みを大きく進めました。ＩＣＡＮのノーべル平和賞

受賞も核廃絶に向けた世界の大勢、大道を示しました。一方でアメリカ・トランプ大統領の登場は中東

や北東アジアの緊張を高め、対話と協調で平和を実現しようとする世界の人々との対決姿勢を強めてき

ました。アメリカに追随する日本の安倍政権も「核抑止」政策を基本にし、北東アジア「情勢」を梃子

にした戦争できる国作り＝憲法改悪への計画をあからさまにしています。 

軍事力に依拠した安全保障はその究極が核保有、核

攻撃態勢です。「力」によらない、対話と交渉で問題解

決する世界を実現していくことと、核廃絶は一体のも

のとして追及していく課題です。 

「核抑止」政策からの脱却、核兵器廃絶をめざして

これまで以上にとりくみを強めていきます。特に日本

政府の核政策の転換を最大の目標にしていく必要があ

ります。安倍政権の狙う憲法改悪を絶対に阻止し、平

和憲法を守り抜くとりくみが２０１８年度は特別に重

大な課題となります。 

■京都や全国、世界の被爆２世・３世とつながりあうネットワークの拡大へ 

２０１７年度は京都「被爆２世・３世の会」の会員が新しく１１人も増えました。広島、岡山、京都

の「２世・３世の会」が共同して開催した「第２回全国被爆２世・３世交流と連帯のつどい」には１０

都府県から６２人の参加がありました。会員を通じて世界の被ばく者、２世・３世とのつながりも広が

っています。ネットワークの広がりは情報と活動の内容を豊かにし、関係する多くの人々を勇気づける

ことになっています。 

最近のネットワークの広がりの中で特徴的なことは、ホームページへのアクセスを通じて関係が機広

がっていること、「会」組織に関わらず個人としてのつながりが広がっていること、そしてあらためて

英語をはじめとする多言語での情報発信が強く求められるようになっていることです。これらのことを

重視しながら２世・３世のつながりあい、ネットワークの拡大をさらにはかっていくことが求められて

います。 

 

Ⅱ、４つの活動課題に沿って 

 

 京都「被爆２世・３世の会」の活動を以下の４つの課題にまとめて、より具体的に２０１７年度活動

をふりかえり、２０１８年度の活動方針を確認していきます。 

(１) 被爆２世・３世の持つ不安を乗り越え、健やかなくらしと充実した人生を送れるようにしてい

く（２世・３世の当事者課題） 

(２) 戦争と核被害の真実に迫り、あらゆる被害者と手を結び、世界のすべての被害者の救済を実現

していく。（被爆者、２世・３世の体験をコアにして） 

(３) 戦争被害、核被害根絶のため、戦争につながるあらゆる動きに反対し、核兵器の廃絶、原子力

発電の廃絶をめざす。 

(４) 会員相互、全国及び世界の２世・３世と交流を深め、学びあい、励ましあいのネットワークを

形成していく（共同の力） 

２月１０日「核兵器で平和は守れるか」講演会 
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１. 被爆２世・３世の持つ不安を乗り越え、健やかなくらしと充実した人生が送れるようにしてい

きましょう。【４つの柱】 

●そのために４つの活動の柱を設けています。 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 「広島・長崎の被爆二世への放射線被ばくの遺伝的影響はない」とする知見は放射線影響研究

所（旧ＡＢＣＣ）の調査研究に基づくとされ、今も依然としてそのことが繰り返し根拠とさ

れ続けています。 

 日本被団協と厚生労働省との交渉会議（２０１７年は年２回開催）でも、放影研の調

査結果を理由に被爆二世への援護策要求は拒否されています。（会報６月号、１１月

号） 

 放影研設立７０周年記念式典（２０１７年６月）での理事長挨拶に対して、放影研の

犯してきた二重の過ち（非人間的な調査、放射能の被害隠し）を指摘し、抗議する声

明を出しました。【資料３】 

 「放射線被ばくの遺伝的影響」について、引き続き系統的な情報提供、体系的な学習

を続けていきます。 

 被爆者と被爆２世・３世に及ぼした生命と健康・医療について、過去の調査・研究実

績にまで遡り、掘り起こす調査活動を行います。 

 他の地域の「２世・３世の会」のみなさんと合同で放影研の訪問や実態調査の実施を

検討します。 

(２) 被爆２世・３世の実際の身の上に起こった健康問題の真実に迫るとりくみを進めてきました。 

 日本被団協の行う「被爆二世実態調査」に参加し、６６人のみなさんから回答協力が

ありました。現在全国の集計と解析が進められています。 

 第２回「全国被爆２世・３世交流と連帯のつどい」（２０１７年５月／広島市）にお

いて、分科会「被爆２世・３世の健康問題＆対策“気になることを話してみない？”

を設定し、被爆２世・３世の身に起こっているたくさんの実例を出しあいました。（「第

２回交流と連帯のつどい」報告書） 今後も、このような機会をさらに増やし、内容

も充実させていくことが必要です。 

(３) 被爆２世・３世に対する援護制度の要求と、助けいあいのとりくみを進めてきました。 

 京都における厚生労働省の被爆二世健診受診者数は１８０人（２０１６年度）です。

２０１６年度から新たに多発性骨髄腫が加わり受診者数は増えてきました。 

 京都「被爆２世・３世の会」としてより多くの二世が受診するようよびかけてきまし

たが、さらに多くの受診者数となるようとりくみを強めていくことが必要です。 

 京都府や京都市など地方自治体に対しても、がん検診も含む二世健診となるよう、自

① 「広島・長崎の被爆二世への放射線被ばくの遺伝的影響はなかった」とする知見は、科学的

正当性に欠け、根拠のないものであることを明らかにしていく。 

② 被爆２世・３世の実際の身の上に起こった健康問題の真実に迫っていく。 

③ 被爆２世・３世に対する援護制度の要求と、助けいあいのとりくみを進めていく。 

④ 放射線被ばくの影響、遺伝的影響を宿命的なものとせず、“自らのリスクを正しく知り、それ

を乗り越えて生きていく、暮らしていく”運動を進める。 
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治体独自の健診内容充実施策を引き続き求めていきます。あわせて、被爆３世に対す

る援護施策、健康対策も求めていきます。 

 ２０１７年２月、「全国被爆二世団体連絡協議会」のみなさんが被爆二世への被爆者

援護法適用を求めて集団提訴を行いました。この訴訟に対して私たちも大きな関心を

払っていきます。 

(４) 放射線被ばくの影響、遺伝的影響を宿命的なものとせず、“自らのリスクを正しく知り、それ

を乗り越えて生きていく、暮らしていく”運動は具体的なとりくみができていません。 

 今後計画性をもったとりくみの具体化が必要です。 

 

２. 戦争と核被害の真実に迫り、あらゆる被害者と手を結び、世界のすべての被害者の救済を実現

していきましょう。 

(１) 被爆体験の聞き取りと記録・継承、社会への発信を続けてきました。 

 広島・長崎の被爆者の被爆体験の継承は２０１７年度も１１人の方から聞き取り、す

べて会報別冊で紹介してきました。被爆体験の聞き取りと記録は２０１３年のとりく

み開始以来６３人となります。【資料２】記録された被爆体験はホームページにも掲

載し広く公開してきました。 

 被爆者である故原野宣弘さんの絵画作品展開催に協力し（２０１８年１月）、被爆者

の平和への思いを訴えるとりくみを応援してきました。 

 サイド・オマールさんを慰霊す

る「オマール忌」に参加し、戦

中の南方特別留学生の存在や被

爆の実態に触れる機会を作って

きました。 

 ２０１８年から増田正昭さんに

よる被爆者、被爆２世・３世の

肖像画作成のとりくみを始め、

絵を通した被爆体験の継承を行

います。 

 被爆体験の聞き取りをまとめた

「被爆体験の継承」誌の出版計

画を２０１８年から検討していきます。 

(２) 原爆症認定制度の抜本改革による被爆者援護制度の充実で被爆者支援を行ってきました。 

 被爆の真実に沿った原爆症認定制度を求めるノーモア・ヒバクシャ訴訟は２０１２年

以来全国７つの裁判所に１２１人の被爆者が提訴して闘われてきました。これまで１

０３人の原告に対して判決（地裁判決）が行われ、７９人の被爆者に原爆症が認めら

れています（勝訴率７６．７％）。厚生労働省は否定しても司法は認めるという、行

政と司法との乖離が著しくなっています。 

 近畿では２０１８年１月２つの判決があり、原爆放射線の低線領域でも甲状腺機能低

下症は発症すること、狭心症の発症にも影響することが認められました。 

２０１７年９月３日 オマール忌 
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 毎回の裁判を傍聴応援し、『被爆二世のノーモア・ヒバクシャ近畿訴訟傍聴記』にま

とめて多くのみなさんに報告してきました。傍聴記は通算６１号に至ります。 

(３) 世界の核被害の実態を明らかにし、被害者と手をとりあうとりくみを始めてきました。 

 国際反核サマーキャンプ（７月ドイツ）、ヨーロッパ反核集会（１０月フランス）に

参加した守田敏也さんから、世界で明らかにされている核被害の実態、および反核を

めざす世界の人々とのつながりが報告されました。 

 ２０１８年８月６日～１２日フランスで開催される「反核国際サマーキャンプ」への

京都「被爆２世・３世の会」からの代表派遣を計画します。 

 山根和代さんからマーシャル諸島核実験被害者の現状が会報紙上でレポートされま

した。（会報№５８・８月号） 

 アメリカ・シカゴ在住の「宮本

ゆきさんを囲む会」を開催し（２

０１７年１２月）、アメリカで発

生している核被害の実情を学び

ました。（詳細は会報№６３別冊

で報告）そして、ノ―マ・フィ

ールドさん、宮本ゆきさんらに

よる「長崎・ハンフォードプロ

ジェクト」（２０１８年３月）の

とりくみに協力しています。 

 ２０１８年原水爆禁止大会（長崎）においても世界の核被害の実態を学び、被害者の

みなさんとの交流をしてきました。 

(４) 東電福島第一原発事故から７年、原発事故被災者の救済と支援のとりくみはますます重要にな

っています。 

 東電福島第一原発事故から７年が経過しました。福島の小児甲状腺がん発症が１９３

人までに増えるなど、被災地と被災者の健康障害、暮らしの破壊は深刻さを増してい

ます。安倍政権は帰還困難地域以外のすべての地域の避難指示を解除し、被災者「切

り捨て」政策を強行しています。 

 京都の避難者５８世帯（１７５人）が原告となって東電と国を相手に闘ってきた原発

賠償京都訴訟は２０１８年３月１５日に判決が言い渡されました（京都地裁）。国の

責任も認められ、自主避難の相

当性も広く認められる判決でし

た。京都「被爆２世・３世の会」

も公正な判決を求める署名運動

に参加、世話人代表が「原告を

支援する会」共同代表となり、

毎回の裁判を会報で報告するな

ど、支援を続けてきました。 

 １月２８日（日）、原発被害者訴

宮本ゆきさんを囲んでアメリカの実情を学ぶ 

２０１８年３月１５日 判決言い渡しの日 
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訟全国支援ネットワークが結成されました。原発事故被害者を全国の支援者が一体と

なって支援していく体制が整えられました。 

 

３. 戦争被害、核被害根絶のため、戦争につながるあらゆる動きに反対し、核兵器の廃絶、原子力

発電の廃絶をめざしましょう。 

(１) ２０１７年は核兵器禁止条約が採択され、歴史的な年となりました。しかし依然として核、戦

争をめぐる情勢は予断を許さず、引き続き核兵器廃絶をめざす運動の強化が求められています。 

 ２０１７年７月７日、国連において１２２ヶ国の賛成で核兵器禁止条約が採択されま

した。核兵器を違法とする史上初めての法規範誕生です。 

京都「被爆２世・３世の会」から核兵器禁止条約会議を成功させるためのニューヨー

ク行動に代表が参加し、条約採択に際しては「心から歓迎する」声明を出しました。

【資料４】 

核兵器禁止条約が実際に執行されるためには少なくとも５０ヶ国以上の条約批准が

必要であり（現在５ヶ国）、それは２０１８年度からの課題となっています。特に「核

抑止論」に基づいてアメリカの「核体制」と一体であることを基本とする日本政府に

対しては、根本的な政策転換を求めていくことが重要となっています。 

 ２０１７年は北東アジアの平和を脅かす緊張関係が増し、アメリカ・トランプ政権に

よる「核態勢の見直し」など、核廃絶を求める世界の大多数の人々の願いに逆行する

事態も生じました。一つひとつの出来事に対しては、京都「被爆２世・３世の会」の

見解を明らかにし、声明を発信してきました。（【資料５】北朝鮮（ＤＰＲＫ）の核実

験に抗議する、【資料６】トランプ政権の「核態勢見直し」に抗議し撤回を求める） 

 核廃絶運動の柱に「ヒロシマ・ナガサキの被爆者の訴える核兵器廃絶国際署名」を据

え、学習講演と署名活動を進めてきました。 

 「ヒバクシャ国際署名を大きく広げる京都の会」を結成し（２０１７年７月）、幅広

い人たちと共同のとりくみを進めてきました。２０１８年３月３１日現在の参加団体

は３３、京都全体の署名数は１２２，４２３筆です。 

 ２０１８年度も引き続き「ヒバクシャ国際署名」を中心にしてとりくみを強めていき

ます。 

(２) 原発再稼働を許さず、「原発ゼロの日本」を実現するとりくみを粘り強く続けています。 

 原発の再稼働と海外輸出を狙う勢力の動きは依然として続いていますが、原発事業の

破綻、原発に未来のないことは誰の目にも明らかになってきています。２０１７年１

２月１３日には伊方原発の運転差し止め仮処分が決定され（広島高裁）、現在の国内

での稼働原発は３機に止まっています。（川内原発２号機、高浜原発３・４号機、川

内原発１号機は定期検査中） 

 京都「被爆２世・３世の会」の多くの会員が大飯原発運転差止訴訟の原告となり、再

稼働を許さない運動を続けてきています。「被爆地ヒロシマが被曝を拒否する」伊方

原発運転差止広島裁判に原告参加している会員もあり、より多くの会員の原告参加が

よびかけられています。 

(５) 第二次安倍政権の登場以来、政治の場における日本の民主主義破壊が繰り返されてきました。



８ 

それを土台に、海外で戦争する国づくりのための平和憲法破壊の動きが顕著となっています。 

私たちは政権の民主主義破壊を厳しく糾弾し、政治を国民の手に取り戻していきます。 

日本国憲法の平和主義を破壊するあらゆる策動を絶対に許さず、平和憲法を守り抜き、憲法を

生かした社会づくりの運動を強めます。 

 私たちの社会は戦前・戦後アジアの国の人々との間でどのような関係から作られてき

たのか、その、歴史と実態を学び、日本国憲法の平和主義の持つ深い意味を学んでい

きます。 

 私たちの親、祖父母、そして同世代の人々の被爆体験、戦争体験、加害責任を語り伝

え、戦争のもたらす本当の姿、惨禍と非人間性を訴えていきます。 

 集団的自衛権の否認と安保法制の廃棄をめざす運動を強めていきます。 

 「２世・３世の会」として、アジアの国々の人々との市民レベルでの平和友好の関係

作りをめざします。特に、故石田信己さんの遺志となった韓国の被爆者及び２世・３

世のみなさんとの友好関係づくりを重視します。 

 

４. 会員相互、全国及び海外の２世・３世と交流を深め、学びあい、励ましあいのネットワークを

形成していきましょう。 

(１) この１年間で１１人の２世・３世が新規入会され、「２世・３世の会」を中心にしたネットワ

ークが広がりました。 

 ２０１８年３月末会員数は、２世：５０人、３世：８人、その他：３８人、合計９６

人になります。新規入会者の入会機会は様々ですが、最近は特に「２世・３世の会」

ホームページへのアクセスから「会」の存在を知り、入会に至る例が特徴的です。 

 新規入会者、会員数の増加は、「２世・３世の会」に寄せられる情報や活動経験をよ

り豊かにし、会の活動の充実化につながっています。 

 会報の毎月発行を継続してきました。２０１８年３月号で創刊以来６５号に達します。

より親しみやすい紙面、読んでためになる記事、より多くの会員が登場して誌上での

交流がはかれるよう、さらに改善をはかっていく必要があります。 

 毎月の例会開催も継続してきました。

会員同士が直接顔を合わせて交流を

はかる重要な機会となっています。

現在毎回の参加者数は１２人～１５

人程度です。より多くの会員が楽し

く参加できる例会となるよう改善と

工夫が求められています。 

 ２０１６年１０月に立ち上げたホー

ムページは、京都「被爆２世・３世

の会」と社会とを結ぶ重要な情報媒

体となっています。立ち上げ以来の

アクセス件数は３，６１４件です。

さらに内容の改善をはかっていくことが必要です。今後は、英語をはじめとする多言

語による情報発信への挑戦、努力が課題となっています。 

毎月の例会 
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(２) 「２世・３世の会」の運営で重視してきた学習会開催は、２０１７年は９回に止まりました。

あらためて多様な方法で学習活動を強化することが必要です。 

 ２０１７年度の学習会 

４月２２日（土） ２０１７年年次総会記念学習講演 

 虚構の「放射能安全基準」を斬る（宗川吉汪先生） 

５月２０日（土） 全国被爆２・３世交流と連帯のつどい記念講演 

 核兵器のない世界の実現に向けて（スティーブン・リーパーさん） 

６月２２日（木） 例会／核兵器禁止条約交渉会議成功をめざすニューヨーク行動報 

 告（米重節男さん） 

７月２０日（木） 例会／短編ドキュメンタリー「広島の先生たちの物語」視聴 

８月２４日（木） 例会／ドイツ・反核サマーキャンプと放射性廃棄物処分場視察報 

 告（守田敏也さん） 

１１月２２日（水） 例会／ヨーロッパ反核集会等の報告（守田敏也さん） 

１２月 ９日（土） 宮本ゆきさんを囲む会 

 平和、戦争、原爆：日米間の齟齬と追従（宮本ゆきさん） 

 ２月１５日（木） 例会／ＤＶＤ「原爆死～ヒロシマ７２年目の真実～」視聴 

 ３月１５日（木） 例会／ＤＶＤ「原爆と沈黙 長崎浦上の受難」視聴 

(３) 全国各地の「二世の会」、及び２世・３世みなさん（個人）とのつながりを広めてきました。 

 ２０１７年５月２０日（土）～２１日（日）広島市にて、２回目となる「全国被爆２・

３世交流と連帯のつどい」を全国１０の都府県から６２人の参加で開催しました。今

回は１泊２日の開催日程であったため、より深い交流と討議を行うことができました。 

２０１８年度は５月１９日（土）～２０日（日）、京都で開催します。 

 つながりのできた全国の「被爆

２世・３世の会」のみなさんと

の会報の交換・交流を続けてい

ます。 

 引き続き、全国の「２世・３世

の会」のみなさんとの関係づく

りを広げていきます。「会」とし

ての組織の関係に限定せず、会

員それぞれを通じた個人として

のつながり作りを大切にしてい

きます。 

(４) より充実した活動をおこなっていくために、必要な財政計画を確立していきます。 

 より本格的な調査研究、海外含む代表派遣など活動の一層の充実化が求められていま

す。そのことを可能にし、対応できる財政計画の確立をはかっていきます。 

 

 

 

 

 

２０１７年５月 

２回目となる「被爆２世・３世交流会」(広島市) 
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５. ２０１６年度会計報告と２０１７年度予算（案） 

(１） ２０１７年度会計報告 

２０１７年４月１日～２０１８年３月３１日                 （単位：円） 

 内  容 前年度 ２０１７年予算 ２０１７年決算 備考 

繰り越し  ６，３９８ ５６，４５８ ５６，４５８  

収入 会費 １５０，０００ １５０，０００ １４２，０００  

 活動賛同募金 １１１，０００ １１０，０００ ３２，５００  

 学習会参加費 ３０，５００ ０   

 その他 ５，０００ ３０，０００   

 合計 ２９６，５００ ２９０，０００ １７４，５００  

支出 印刷費 １８，０００ １８，０００ １８，０００  

 会議会場費 ５０，００４ ６０，０００ ４７，３０４  

 会報等の郵送代 ６０，３９６ ６０，０００ ６６，２０６  

 学習会費用 ８０，０００ １００，０００ １０，０００  

 雑誌購読費 ０ ０   

 事務費・その他 ５４０ １０，０００ １０，４９２  

 組織費（団体加盟費） ７，５００ ７，５００ ２０，０００  

 ホームページ費用 ３０，０００ ３０，０００ ３０，０００  

 国際渉外費 ０ １０，０００ １０，０００  

 「被爆体験」出版準備金 ０ ２０，０００ １８，９５６  

 合計 ２４６，４４０ ３１５，５００ ２３０，９５８  

差し引き  ５６，４５８ ３０，９５８ ０  

 

(２） ２０１８年度予算（案） 

２０１８年４月１日～２０１９年３月３１日                 （単位：円） 

 内  容 ２０１８年予算 備  考 

繰り越し  ０  

収入 会費 １６８，０００  

 活動賛同募金 ５０，０００  

 学習会参加費   

 その他   

 合計 ２１８，０００  

支出 印刷費 １８，０００  

 会議会場費 ５０，０００  

 会報等の郵送代 ６０，０００  

 学習会費用 １０，０００  

 雑誌購読費   

 事務費・その他 １０，０００  

 組織費（団体加盟費） ２０，０００  

 ホームページ費用 ３０，０００  

 国際渉外費 ０  

 「被爆体験」出版準備金 ２０，０００  

 合計 ２１８，０００  

差し引き    
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６. ２０１８度世話人の選出（提案） 

井坂 博文 京都市北区 

吉田 妙子 京都市北区 

堀  照美 京都市上京区 

守田 敏也 京都市左京区 

奥田 美智子 京都市左京区 

佐々本好信 京都市右京区 

平  信行 京都市南区 世話人代表 

米重 節男 向日市 世話人副代表 

石角 敏明 長岡京市 

谷口 公洋 城陽市 

鳥羽 洋子 茨木市 
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【資料－１】２０１７年度活動日誌と主な出来事 

年 月 日 曜 活動内容 

２０１７ ４ １５ 土 核兵器禁止・廃絶をとことん学習する会 

  １９ 水 ４月度例会 

  ２１ 木 原発賠償京都訴訟２６回弁論 

  ２２ 土 京都原水爆被災者懇談会総会 

    京都「被爆２世・３世の会」２０１７年度年次総会 

  ２５ 日 会報№５４発行 

  ５ ３ 水

水 

５・３憲法集会 

  ９ 火

曜

絵 

大飯原発差止訴訟第１５回弁論 

  １１ 木 ノーモア・ヒバクシャ近畿訴訟控訴審弁論 

  １２ 金 原発賠償京都訴訟第２７回弁論 

    ノーモア・ヒバクシャ近畿訴訟第７民事部弁論 

  １４ 日 レーチェル・カーソン生誕１１０年記念のつどい 

   １７ 水

水 

５月度例会 

  ２０ 土 ～２１日（日） 全国被爆２世・３世交流と連帯のつどい（広島市） 

  ２５ 木 会報№５５発行 

  ２６ 金 原発賠償京都訴訟第２８回弁論 

 ６ ３ 土 ノーモア・ヒバクシャ近畿訴訟勝利をめざすつどい 

   １５ 木 ノーモア・ヒバクシャ近畿訴訟第２民事部弁論 

     ～２０日（火）核兵器禁止条約会議成功のためのニューヨーク行動 

  ２１ 水 ２０１７年国民平和大行進 京都入り 

  ２２ 木 ６月度例会 

  ２５ 日 大飯原発差止訴訟原告団総会 

    会報№５６発行 

 ７ ７ 金 国連 核兵器禁止条約採択 

  １３ 木 ノーモア・ヒバクシャ近畿訴訟控訴審弁論 

  １４ 金 ノーモア・ヒバクシャ近畿訴訟第７民事部弁論 

  １５ 土 「ヒバクシャ国際署名をすすめる京都の会」結成総会 

  ２０ 木 ７月度例会 

  ２１ 金 大飯原発差止訴訟第１６回弁論 

  ２５ 火

曜 

会報№５７発行 

 

 

８ ７ 月 ～９日（水） ２０１７年原水禁世界大会（長崎） 

  １８ 金 原発賠償京都訴訟第３０回弁論 

  ２４ 木 ８月度例会 

  ２５ 金 会報№５８発行 

 

 

９ ３ 日 オマール忌 

  ９ 土

曜 

 

核兵器禁止条約制定記念学習講演会 

  １４ 木 ノーモア・ヒバクシャ近畿訴訟第７民事部 一部結審 

    １５ 金 『私たちの決断・あの日を境に・・・』発行 

』     ノーモア・ヒバクシャ近畿訴訟第２民事部 弁論 

  ２１ 木 ９月度例会 

  ２５ 月 会報№５９発行 

  ２８

日 

木 臨時国会開会・冒頭解散 



１３ 

  ２９ 金 原発賠償京都訴訟第３１回期日（結審） 

 １０ ６ 金 ノーベル平和賞 ＩＣＡＮに授与発表 

  １８ 水 １０月度例会 

  ２０ 金 京都「被爆２世・３世の会」結成５周年 

  ２２ 日 総選挙投開票日 

  ２５ 水 会報№６０発行 

 １１ １ 水 大飯原発差止訴訟第１７回弁論 

    ～３０日（木） ２０１７年度被爆二世健診受診 

  １７ 金 ノーモア・ヒバクシャ近畿訴訟第７民事部弁論 

  ２０ 月 ノーモア・ヒバクシャ近畿訴訟第２民事部弁論 

  ２２ 水 １１月度例会 

  ２５ 土 会報№６１発行 

 １２ ３ 日 原発賠償京都訴訟の勝利をめざし、避難者の声を聞くつどい 

  ９ 土

曜 

宮本ゆきさんを囲む会 

  ２２ 金 １２月度例会・忘年会 

  ２３ 土

曜 

被爆者をはげますつどい・クリスマスパーティー 

  ２５ 月 会報№６２発行 

２０１８ １ ６ 土

曜 

・９日（火）新春６・９行動（清水寺） 

  １０ 水 ～２２日(月)原野宣弘さん絵画作品展 

  １３ 金 ヒバクシャ国際署名行動(祇園石段下) 

  １６ 火 ノーモア・ヒバクシャ近畿訴訟控訴審判決 ３人勝訴・３人敗訴 

    大飯原発差止訴訟第１８回弁論 

  １７ 水 １月度例会 

  ２２ 月 ノーモア・ヒバクシャ近畿訴訟第２民事部弁論 

  ２３ 火

曜 

ノーモア・ヒバクシャ近畿訴訟第７民事部一人判決 勝訴 

  ２４ 水 京都府との懇談会 

  ２５ 木 ノーモア・ヒバクシャ近畿訴訟第７民事部弁論 

    会報№６３発行 

  ２７

に 

土 石田信己さんを偲ぶ会 

 ２ ３ 土

曜 

第６回被爆者運動継承の学習交流会（福岡市） 

  １０ 土

曜 

ヒバクシャ国際署名のための学習講演会 

  １５ 木 ２月度例会 

     京都市との懇談会 

  １７ 土

こ 

広瀬隆と守田敏也のジョイント講演会 

  ２５ 日 会報№６４発行 

発行発行   ２８ 水 ～３月１日（木）３・１ビキニデー 

 ３ １１ 日 バイバイ原発３・１１きょうと 

  １５ 木 原発賠償京都訴訟判決言い渡し 

    ３月度例会 

  ２２ 木 京都府知事選挙告示 

  ２５ 日 会報№６５発行 

  ２９ 木 ノーモア・ヒバクシャ近畿訴訟第７民事部弁論 
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【資料－２】２０１８年３月までの「被爆体験」継承のとりくみ 

 お名前 
被爆
地 

被爆 
年齢 

タイトル 発表年月日 

１ 中野士乃武（故人） 長崎 １９ 
燃え尽くす長崎の街を縦断して帰りついた私
の被爆体験 

2013 年 04 月 06 日 

２ 川越 潔子（故人） 長崎 ９ 
家族８人全員のいのちとからだを傷つけた原
子爆弾 

2013 年 05 月 15 日 

３ 森 美子 長崎 ２０ 
大村海軍病院（長崎県）でたくさんの被爆者
を救護し被爆した私の体験 

2013 年 05 月 15 日 

４ 小野 忠熈 広島 ２５ 私の被爆体験 2013 年 06 月 20 日 

５ 永原 誠（故人） 広島 １７ 
１５年戦争の果てに、父、母、二人の妹を奪
われた私の被爆体験 

2013年 08月２５日 

６ 白石 辰馬 長崎 １７ 
海軍衛生兵として３９日間長崎の被爆者を救
護し続けた私の被爆体験 

2013 年 09 月 20 日 

７ 
小高美代子 
澤井美千代 

広島 
２０ 
０ 

胎内の我が子と共に、私の被爆体験 2013 年 10 月 20 日 

８ 高橋 正清（故人） 広島 ９ 
おやじを探し求めて広島の街を歩き回った私
の被爆体験 

2013 年 11 月 20 日 

９ 小笠原長四朗 長崎 ２１ “核爆弾”被爆体験記 2013 年 11 月 20 日 

１０ 李 正道（故人） 広島 １４ 被爆と、貧しさと、民族差別を超えて 2013 年 12 月 20 日 

１１ 佐々本秋雄 広島 ２３ 
原爆と枕崎台風と二重の惨禍の中で、私と姉
と兄の被爆体験 

2014 年 01 月 20 日 

１２ 福原 恒美 広島 １１ じわじわと体を蝕まれてきた私の被爆体験 2014 年 02 月 20 日 

１３ 柴田 幸枝 長崎 ５ 私の被爆体験とノーモア・ヒバクシャ訴訟 2014 年 02 月 20 日 

１４ 大石 達也 長崎 １ 被爆のことを語られるようになった今 2014 年 02 月 25 日 

１５ 玉置 孝子 広島 ８ ６８年目の被爆者手帳－私の被爆体験 2014 年 03 月 20 日 

１６ 熊谷 好枝 広島 ８ 原爆被災者で埋め尽くされた街道と救護 2014 年 04 月 15 日 

１７ 
濱 恭子 
鳥羽洋子(2 世) 

広島 
 

１９ 
 
大阪空襲と広島被爆 二度の死線を越えて 
親の被爆体験をどう語り継ぐか 

2014 年 04 月 20 日 

１８ 穂谷珠美子 広島 ７ 一家六人で被爆した私の体験 2014 年 05 月 15 日 

１９ Ｔ・Ｋ 広島 ２ 母と弟、子供達のために生き抜いた私の人生 2014 年 06 月 25 日 

２０ 塩谷 浩 広島 １２ 学童疎開の空に見た原子雲 2014 年 07 月 25 日 

２１ 藤田 晴子 長崎 １３ “ふりそでの少女”と共に－私の被爆体験 2014 年 08 月 29 日 

２２ 木村 民子 広島 ８ 被爆者救済を願って闘った原爆症認定裁判 2014 年 09 月 29 日 

２３ 花垣 ルミ 広島 ５ 
５８年目に辿りついた“被爆者”として生き
る意味 

2014 年 10 月 25 日 

２４ 
（大坪 昭） 
大坪 郁子 

広島 
 

１７ 
 
私の戦争体験、夫の被爆体験 2014 年 12 月 25 日 

２５ 折場 六三 広島 １３ 被爆体験も戦争体験も語り継ぐ 2015 年 01 月 25 日 

２６ 
（小迫嘉康） 
小迫 笑子 

広島 
 

７ 
 
夫の原爆症と裁判を支えて 2015 年 01 月 25 日 

２７ 吉田 廣子 広島 ０ 父を探して十四歳の兄と 2015 年 03 月 10 日 
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 お名前 
被爆
地 

被爆 
年齢 

タイトル 発表年月日 

２８ 幸田 幸典 広島 １６ 
７０年前のあの日を生き抜き、今日あること
に感謝 

2015 年 03 月 25 日 

２９ 
寺山忠好・妙子 
（故人） 

長崎 １５ こぎゃんことがあってよかとか 2015 年 4 月 25 日 

３０ 濱村 巧 長崎 ２ 顔も覚えぬ母を奪い去った原子爆弾 2015 年 6 月 25 日 

３１ 平信行（２世） 広島  父と母の被爆体験、私の追体験 2015 年 7 月 25 日 

３２ 太田 利子 広島 １５ 呉海軍病院への学徒動員、そして被爆者救護 2015 年 8 月 25 日 

３３ 芦田 晃（故人） 広島 １９ 広島で被爆して―原発事故と放射能―* 2015 年 9 月 25 日 

３４ 小川 隆 広島 ８ 路面電車の車中で浴びた閃光 2015 年 10 月 25 日 

３５ 丹羽 万枝 広島 ６ 猛火に追われて渡った路面電車の鉄橋 2015 年 10 月 25 日 

３６ 梅原 康 広島 ２１ 蒼白い閃光 私の被爆体験の記録 2015 年 11 月 25 日 

３７ 石角敏明（２世） 広島  親父の原爆体験と私の思い 2015 年 12 月 25 日 

３８ 恵藤 宰司 広島 ５ 黒い雨 2016 年 1 月 23 日 

３９ 原野宣弘（故人） 長崎 ０ 
原爆の惨禍、生きてきた証、そして平和の願
いを絵に託す 

2016 年 2 月 25 日 

４０ 今津 功 広島 １３ 
済み切った７つの川が死者で覆い尽くされた
日 

2016 年 3 月 25 日 

４１ 木之下登（故人） 長崎 １５ 犠牲となった旧友達に代わって語り続ける 2016 年 4 月 25 日 

４２ 中西 博 広島 １８ 生きてる人間に虫がわく 2016 年 5 月 25 日 

４３ 松浦 悦枝 広島 １７ 紙一重の差で生かされたことに感謝 2016 年 6 月 25 日 

４４ Ｍ・Ｉ 広島 １２ 被爆者救護にあたった３姉妹の被爆体験 2016年 ７月25日 

４５ Ｋ・Ｅ 長崎 １４ 原爆被害も乗り越えて生きてきた８５年 2016 年 8 月 25 日 

４６ 伊藤瑠美子 広島 １２ 疎開先から見た燃える広島 2016 年 9 月 25 日 

４７ 谷口 チリ 長崎 １７ 長崎で被爆して、今思うこと 2016 年 10 月 25 日 

４８ 隅田百合子（２世） 広島  父の被爆体験、母の戦争体験 2016 年 11 月 25 日 

４９ 米倉 慧司 広島 １３ 生き抜く父とともに 2016 年 12 月 25 日 

５０ 眞柳タケ子 長崎 １ 洋輔の声に押されて語り部となる 2017 年 1 月 25 日 

５１ 内田 克子 広島 １４ 親も子も孫までも不安と共に生きた７０余年 2017 年 2 月 25 日 

５２ 住田紀美子 広島 ５ 
大芝公園で斃れた人々を思い起こしながら生
きてきた 

2017 年 3 月 25 日 

５３ 榎 郷子 広島 １１ あの惨禍が二度とないようにと語り継ぐ 2017 年 4 月 25 日 

５４ 山本イソ子 長崎 １８ やっとたどりついた今の幸せ 2017 年 5 月 25 日 

５５ 藤村 敏夫 広島 １４ 
今も脳裏から消えることのない一口の水と少
年の笑み 

2017 年 6 月 25 日 
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 お名前 
被爆
地 

被爆 
年齢 

タイトル 発表年月日 

５６ 小西 建男（故人） 広島 １８ 閃光の下の陣中日記 2017年 ７月25日 

５７ 朝枝 照明（故人） 広島 ６ 
被爆後４０年、突然襲いかかってきた病気と
の闘いの日々 

2017 年 8 月 25 日 

５８ 姜 静子 広島 １８ ７１年の歳月を経て夫の霊に手を合わせた日 2017 年 9 月 25 日 

５９ 山下 義晴 長崎 ８ 兄たちと従兄弟たちとの原爆被爆 2017 年 10 月 25 日 

６０ 西田 哲之 広島 １７ 頭上に襲い来るキノコ雲の真下で 2017 年 12 月 25 日 

６１ 尾畑 正勝 長崎 ２８ 平和のために核兵器廃絶を訴え続けてきた 2018 年 1 月 25 日 

６２ 丸岡文麿（故人） 広島 １３ 原爆死を免れて 2018 年 2 月 25 日 

６３ 東 義隆 広島 ４ 
爆心地から１３キロ離れた里山で浴びた黒い
雨 

2018 年 3 月 25 日 
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【資料－３】 

 
 

放射線影響研究所（放影研）理事長による「謝罪」について 
２０１７年６月２５日 

京都「被爆２世・３世の会」 

世話人代表  平 信行 

 

２０１７年６月１９日（月）、放射線影響研究所（放影研）の丹羽太貫理事長が設立７０周年の記念

式典（広島市）のあいさつで、「前身の米原爆傷害調査委員会（ＡＢＣＣ）が被爆者を研究対象として

扱ったこと、調査すれども治療せずと言われて多くの批判があったことについて、『心苦しく残念に思

っている』と謝罪した」と報じられました。（６月１９日付毎日新聞）放影研トップが公の場で直接謝

罪するのも初めて、とも伝えられています。 

私たちは、そもそもこのあいさつを「謝罪」だとすることについてはなはだ疑問に思います。そして、

７０年間、放影研の調査によって被った被爆者と被爆二世の人々の被害、心の傷、痛みを思うとあらた

めて深い憤りを覚えます。 

広島、長崎の多くの被爆者は地獄の苦しみの中、なんとか助かりたい、生き続けたいの一心から、す

がる思いで放影研の研究調査に協力し身を委ねようとしてきたのです。そうした被爆者の置かれた状態、

心情を利用して放影研の調査研究は行われてきました。その目的は軍事目的であって、決して被爆者の

救済や治療に役立てるものではありませんでした。原爆放射能の人々に与える影響の追跡調査が目的で

すから、調査対象となる被爆者は治療せず、あるがままの状態でどのように変化するかを観る必要があ

った、とまで言われたほどです。あまりにも非人道的で残忍な、人の尊厳を奪い去る行為であったと言

わざるを得ません。 

前身のＡＢＣＣ時代には調査データがアメリカの軍隊に送られ、その利用目的が明らかにされていな

いものもあるように聞いています。放射線影響研究所は、前身のＡＢＣＣが設置された時の目的から、

その後の７０年間に及ぶ調査研究活動について、多くの被爆者のみなさんに与えた人権侵害について、

その闇を取り払い、真実をすべて明らかにする必要があります。そのことがあってはじめて、被爆者と

被爆二世に対する謝罪は可能となり、被爆者のみなさんも向き合うことができるようになるのではない

かと思います。 

放影研による被爆者と被爆二世についての調査研究は現在も続けられている問題です。その調査結果

は被爆者と被爆二世に対する今日の被爆者援護施策の最大の根拠にされています。しかしその内容は、

私たちが自ら体験してきた被爆の実相、被害の実態からはかけ離れたものであり、歪んだ被爆者援護施

策を導き出すものになっています。例えば原爆放射能の人々に与えた影響は爆心地から２．５キロメー

トルの範囲内まで、それ以遠には影響は及んでいないとされ、すべての調査研究がそのことを前提に行

われています。内部被曝の影響もほとんど無視されています。広い範囲に渡る黒い雨降雨地域の人々も、

入市被爆の人々も、多数の犠牲者を生み、重篤な放射線障害、深刻な健康被害に見舞われてきましたが、

未だに原爆放射能が原因だとは認められていません。また核実験の全面展開など核戦略を見据えて、放

射能による被害隠し、矮小化に最大限活用されてきました。 

そこに放影研の調査研究活動の二重の過ちがあります。 

私たちは、被爆者と被爆二世、そして三世の救済と健康対策こそを何よりの目的とし、そのことに役

立ち、貢献できる、真に科学的な調査研究活動の行われることを求めます。そのことに反する調査研究

は直ちに中止され、廃止されるべきです。 

被爆者と被爆二世に対する本当の意味での謝罪の行われる日が一日も早く訪れることを願います。 

以上 

 

声明 
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【資料－４】 
 

 

 

核兵器禁止条約の採択を心から歓迎します 

２０１７年７月８日 

 京都原水爆被災者懇談会 世話人代表  花垣ルミ 

 京都「被爆２世・３世の会」世話人代表 平 信行 

 

 

２０１７年７月７日、世界１２２ヵ国の賛成によって国連の核兵器禁止条約が採択されました。「自

らを救い、自らの体験を通して人類の危機を救おう」と誓い、「ふたたび被爆者をつくるな」と訴えて

きた全国の被爆者のみなさんと共に、署名を集め、平和行進を歩き、草の根からの運動で核廃絶をめざ

してきた全世界の人々共に、核兵器禁止条約採択を心から歓迎し、人類の歴史に刻まれるこの日を喜び

合いたいと思います。 

核兵器廃絶を求める世界の運動は長くＮＰＴ（核拡散防止条約）再検討会議の場で行われてきました。

アメリカなど５ヵ国だけに核保有を認め、その他の国への核の分散防止を目的にしたＮＰＴですが、核

保有国もいずれは核廃絶すると重要な約束をした条約でした。私たちはその約束の履行を求め、そこに

期待して核兵器の廃絶を訴えてきました。圧倒的な国際世論に押されて核保有国も「核廃絶へのポーズ」

はとってきましたが、具体的期限の伴う責任ある態度を示すことは遂にありませんでした。 

もはや、核保有国の参加があってもなくても禁止条約を作ろう！核兵器の非人道性を訴え、核兵器は

“悪の兵器”・違法であることを宣言し、条約制定で法的に禁止していこう！ 特に２０１５年以降は

このことを中心的な行動指針とし、目標としてきました。「大国」、核保有国の圧力を跳ね除け、１３０

を超える国々が対等平等の立場で、国連史上初となるＮＧＯ市民団体も正式メンバーとして加わり、真

摯に誠実に話し合われ、ここに初めて核兵器禁止条約は誕生しました。 

条約は、核兵器は人道上許されない兵器である、その立脚点を明確にしました。国際法の原則に照ら

して違法であることを宣言し、最終的な核廃絶に向けての大きな貢献であることを示しました。被爆者

や核実験被害者の苦難と世界の人々の力に言及し、特別に留意することも謳われました。核兵器の使用

はもちろん、開発・実験・製造・移転・配備・・・そして核による威嚇まで禁止項目が具体的に定めら

れました。核被害者への救済と支援、汚染された環境の回復も義務付けられました。 

威嚇と脅迫の「核抑止論」がもたらすものは暴力の連鎖と国際社会の緊張の激化でしかなく、人類破

滅の危機に近づく道であることを歴史の事実が示してきました。すべての国々、すべての人々が信頼と

正義に基づいて、核のない新しい国際秩序を築いていく、そこにこそ私たちの本当の未来はあります。

核兵器禁止条約の採択はそのための重要な歩みとなることを確信します。 

  採択された核兵器禁止条約はこれから各国の調印、批准を経て発効をめざしていくことになります。

私たちは何よりまず、日本政府が条約の調印、批准を行うよう強く求めます。そして日本政府こそが核

のない世界の実現に向けてリーダーシップを発揮するようになることを望みます。 

 

私たちは『被爆者が訴える核兵器廃絶国際署名』のとりくみをこれから一層力強く押し広め、核兵器

完全廃絶の日をめざしていきます。 

 

 

 

声明 
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【資料－５】 
 

 

 

北朝鮮(DPRK)の核実験強行に強く抗議します 

 

２０１７年９月６日 

京都原水爆被災者懇談会世話人代表 花垣ルミ 

京都「被爆２世・３世の会」世話人代表 平 信行 

 

 

９月３日、北朝鮮（朝鮮民主主義人民共和国 Democratic People's Republic of 

Korea(DPRK))は６回目となる核実験を強行しました。二度と核兵器による犠牲者・被害

者を生み出してはならないと訴えてきた被爆者と被爆二世・三世の願いを踏みにじり、世

界と地域の平和と安全を根底から脅かすこの暴挙に私たちは怒りを込めて強く抗議します。 

 

核兵器は国境を越えて人々の生存そのものを脅かし、地球環境と人間社会の今と将来に

重大な影響を及ぼし、破滅的な結果をもたらします。このため世界の人々、国々は、核兵

器は人道上許されないもの、国際法に反する兵器であると断定し、７月７日、国連の核兵

器禁止条約を採択したばかりです。間もなく９月２０日から調印開始となるまでに至って

おり、核実験はこの国際世論、国際社会への重大な挑戦です。 

 

北朝鮮(DPRK)に対して、核実験も、ミサイル発射も直ちに停止するよう強く求めます。 

また、アメリカ、北朝鮮(DPRK)含むすべての関係諸国が軍事演習を含むいっさいの挑発

行為を停止し、米朝両国の直接的対話と、平和的解決に向けて最大限注力するよう求めま

す。 

日本政府には、「対話のための対話は意味がない」として軍事と経済的圧力だけに依りか

かった姿勢を改め、日本国憲法、国連憲章、この間の安保理決議にそった話し合い解決の

努力、米朝直接対話を働きかけるよう求めます。 

 

世界は核兵器の全面禁止に向けて大きな動きを始めています。そのための最大の努力は

東アジアの地域でこそ求められています。北朝鮮(DPRK)はもとより、アメリカ、中国、ロ

シアの核保有国、核の傘に依存する日本と韓国の、すべての当事国が、核抑止力依存から

核兵器の禁止・廃絶へ、大きく方向転換していくことを、合わせて、被爆者と被爆二世・

三世は強く求めます。 

 

以上 

 

 

声明 
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【資料－６】 
 

アメリカ・トランプ政権の「核態勢の見直し」（Nuclear Posture Review）に

強く抗議し、ただちに撤回するよう求めます！ 
 

２０１８年２月８日 

京都原水爆被災者懇談会世話人代表 花垣ルミ 

京都「被爆２世・３世の会」世話人代表 平 信行 

 

 

アメリカ・トランプ政権は２月２日、「核態勢の見直し」（ＮＰＲ）を公表しました。その内容は、核

兵器廃絶を求める世界の大多数の人々の願いに真っ向から対決し、核兵器の強化で世界への影響力を一

層強めようとするものです。私たちは人類を破滅の道へと導くこの危険な蛮行を断じて許すことはでき

ません。 

今回の「核態勢の見直し」の特徴は第一に、核弾頭の小型化と新型海洋発射巡航ミサイルの開発をめ

ざしています。明確な核兵器強化策であり、再び世界を核軍拡競争の悪夢に陥れるものです。 

第二に、核戦略の３本柱（大陸間弾道弾、潜水艦発射ミサイル、戦略爆撃機）すべてを維持し、さら

なる近代化推進を強く示唆しています。 

第三に、アメリカと同盟国への重大な戦略的非核攻撃のあった場合も ― すなわち通常兵器による

攻撃であった場合も ― 核の使用検討を妨げないと公言しました。核兵器の使用制限を緩和し、核戦

争に近づく危険性を厭わない姿勢です。 

第四に、前のＮＰＲでは核実験は行わないとしていましたが、今回は必要が生じた場合は再開もあり

得るとしました。核実験による影響、被害も考慮の外に置く方針転換です。 

第五に、国連の核兵器禁止条約への敵視と警戒感を露わにし、核不拡散条約（ＮＰＴ）の定める軍縮

義務に対してさえも逆行・後退の態度を示しました。「核抑止論」にしがみつき、世界を「力」と威嚇

で圧しようとする態度です。 

総じて、核使用の制限を大胆に引き下げ、多様な核兵器開発で核攻撃の選択肢を大きく拡げ、より「使

いやすい」核攻撃態勢を構築しようとするものです。 

昨年７月７日、１２２ヶ国という圧倒的多数の国々が国連の核兵器禁止条約を採択しました。２００

を超える国際ＮＧＯも参加するなど世界の市民運動も大きな貢献を果たしました。その功績を称え、一

日も早い核兵器禁止条約の執行による核兵器完全廃絶を期待して、ＩＣＡＮにノーベル平和賞が授与さ

れました。これが世界の世論です。これが世界の大多数の人々の進もうとしている大道です。 

トランプ政権の「核態勢の見直し」はこの流れと願いにまったく逆行したあからさまな挑戦です。 

私たちはアメリカ政府に強く抗議し、２月２日公表の「核態勢の見直し」をただちに撤回するよう求

めます。 

私たちは、アメリカも含めたすべての核保有国と「核の傘」に依存する国々が、核兵器禁止条約を真

摯に受け止め、条約に参加していくことを強く求めます。 

緊張関係にある北東アジア情勢も、圧倒的な核保有国であるアメリカが核の放棄、核廃絶への態度を

明らかにした時、初めて根本的解決への道が切り開かれるのです。 

トランプ政権の「核態勢の見直し」公表に際して、日本政府はこれを高く評価するとの見解を明らか

にしました。人類史上初めて核兵器の実戦使用を被った国として、これまで世界の先頭に立って核廃絶

を訴えると言ってきた日本政府は、その姿勢をも投げ捨てたといえる驚くべき見解です。 

このような愚かな態度をとる日本政府に対して、私たち被爆者とそれに連なる者は悲しみをもって強

く抗議をします。 

そして日本政府こそ、唯一の核兵器使用国であるアメリカに対して「核態勢の見直し」を撤回するよ

うに正していく、そうした真っ当な政府であることを強く求めます。 

以上 

声明 
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【資料－７】 

 

京都「被爆２世・３世の会」加入のよびかけ 
 

 

ヒロシマ・ナガサキから６７年がたちました。 

私たちの親、祖父母である広島・長崎の被爆者は、この６７年間、自らの健康や暮らしを守るととも

に、二度とあのような惨劇が起こらないよう、核兵器をなくし平和な世界を実現するために、がんばっ

てこられました。 

昨年 3月に起こった福島第 1原子力発電所の事故は、核というものが人類に途方もない被害を与える

ことを明らかにしました。被爆者のみなさんは、２１世紀にまた核による被害者が生まれたことに、特

別の思いで心を痛めておられます。 

「核と人類は共存できない」というのが、いま、核保有国も含めた世界の国々の合意となりつつあり

ます。この背景には、核抑止力論を唱える人々に対しても、自らの使命としてつらい体験を語り、訴え

つづけてこられた被爆者のみなさんの大きな力があります。 

 

被爆者のみなさんの高齢化が進んでいます。 

被爆の体験、実相を語り伝え、被爆者のみなさんの意思を受け継いで、これ以上核による被害者を生

みださないために、世界から核兵器をなくし、原発をゼロにし、自然エネルギーへの転換をはかること

が、いま、私たちに強く求められています。 

被爆者のみなさんの最も身近にあって、その体験と人生から強い影響を受けてきた、また、いろんな

事情で直接体験を聞くことができなかったことに思いをはせる、被爆２世・３世は、その先頭に立ちた

いと思い、この京都でも「被爆２世・３世の会」を結成することになりました。 

趣旨に賛同いただき、あなたも「被爆２世・３世の会」の輪に加わっていただくことを心からよびか

けます。 

２０１２年９月１日 

 

よびかけ人 

井坂博文（北区）、吉田妙子（北区）、堀照美（上京区）、井上哲士（左京区）、 

本田久美子（左京区）、石橋修（左京区）、柳生剛志（左京区）、佐々本好信（右京区）、 

山根和代（右京区）、平信行（南区）、馬場紘平（伏見区）、常石幸博（福知山市）、 

米重節男（向日市）、馬場始延（八幡市） 

 

＜会の目的＞ 

① 被爆者の被爆体験、２世・３世として自らの原爆に関わる人生体験を継承し、社会に発信し、

核兵器の廃絶・平和な世界実現のために貢献します。 

② 被爆２世・３世の“いのち”、“こころ”、“からだ”、“くらし”の不安を解消し、少しでも安心

できる生活の状態をめざします。 

 

＜会の組織と運営の基本＞ 

① 「会」は、京都原水爆被災者懇談会の一部門です。 

②  会員は年会費を負担して会員となり、会員の中から役員（世話人）を選出します。 

 年会費は 1,200円を予定しています。 

②  会報を発行するなど、「会」の目的に基づいて、具体的な活動を進めます。 

 



２２ 

【資料－８】 

 

京都「被爆２世・３世の会」 「会の目的」と「会の組織と運営規則」 [改定版] 

 

【会の目的】 

① 被爆者の被爆体験、被爆２世・３世の原爆に関わる人生体験を継承、蓄積、社会に発信し、核兵器の廃

絶・平和な世界実現のために貢献します。 

また、原発などあらたな「核」の被害者を生みださない社会の実現をめざします。 

② 被爆２世・３世の“いのち”、“こころ”、“からだ”、“くらし”の不安を解消し、安心して生活できる状態をめざ

します。 

【会の組織と運営規則】 

１. 基本 

① 「会」は、京都原水爆被災者懇談会の一部門として活動します。 

② 「会」は、京都「被爆２世・３世の会」と称します。 

２. 会員 

① 会員は被爆２世・３世であるものと、「会」の活動の主旨に賛同し共に活動する個人・団体とし、年会

費を負担して会員となります。 

② 年会費は２，０００円とします。 

３. 世話人 

① 個人会員の中から年次総会において世話人を若干名選出します。 

② 世話人会において、代表世話人１人、副代表世話人若干名を選出します。 

４. 会議運営 

① 年１回総会を開催します、（年次総会） 

② 世話人会は随時開催します。 

５. 財政 

① 「会」の財政は、会費、寄付金、事業収入、その他の収入をもってあて、その管理は京都原水爆被災

者懇談会に委ねます。 

② 会計年度は４月１日から翌年３月３１日とします。 

６. 会報の発行 

① 会報を定期発行し、会員への必要な情報提供と会員相互の交流をはかります。 

７. 「会」の活動 

① 被爆者の被爆体験と被爆の実相、被爆２世・３世の人生経験を継承、蓄積し、社会に発信していきま

す。 

② 全国の原水爆禁止と平和を願う団体・個人との連携協力をすすめ、核兵器廃絶と恒久平和実現のた

めの活動を行います。 

③ 被爆２世・３世の健康管理、医療の充実化に必要な活動を行い、そのために必要な資料の調査蒐集

と広報宣伝を行います。 

④ 被爆２世・３世の経済的、社会的生活向上に必要な活動を行います。 

⑤ その他、「会」の目的達成に必要な活動を行います。 

８. その他 

① 「会の目的」、「会の組織と運営規則」の改正は総会の承認を得て行います。 

② 「会の目的」、「会の組織と運営規則」は２０１２年１０月２０日より施行します。 

２０１２年１０月２０日       

２０１５年 ４月１８日一部改定 


